



















(1) この論文は， M.Kaneko & M. Nakayama〔5）を若干異なる視点から書き改ため
たものであり，定理1～ 4は上記論文によっている。


































































( 1) u/x, T）は， x（とO）に関する単調増加連続関数で上に有界
( 2) ui(x, T）は， T(CN）に関する単調非増加関数（ただし， i ET), i. 
e., TcSならば向くあT）三三円（x,S),
(3）的（0,{i}) =O, 
(4) Cくめは， x（とO）に関する単調増加な凸関数で， C(O)=O.
公共財の混雑は仮定（2）によって導入されるO すなわち，共同消費グループ
Tに他のメンパーが加わると，公共財消費水準が同じである限りTのどのメン









( 1 ) v(S) =max ~ B(T) 
ρ巳π（5) 1’正三ρ
(3）つまり，公共財Zの消費と貨幣の増（減）分 giに対し，































れる。利得ベクトル α＝（αl，α2，…，αn),/3 = (/3I, /32, ・./3n) （ただし， 2 αi, 2J h三
zξN iE_N 























ただし ISiはSに属するプレイヤーB(S) 1 一一一三三一一切（N）ならば Coreキ（｝.ISi 
の数をあらわす。
証明 P を S のある分割とし， v(S）三~ B(T）であるとしよう。配分 α＝
／噌噌 Tερ 噌、
（α1, a3，…，αn) =(--=-v(N), --=-v (N），…，－－＝－v(N））をとれば，任意の S¥ n n n 1 
に対して，
_Isl α「て－－；：－v(N）＝~ ITI・で－；：－v(N)
iES n TE三p ，ι 
ミ三~ ITI ・ _!!Slλ＝~ B(T）ニv(S)
Tερ ！Tl Tερ 
（証明終〉
定義1 ~：！］＿＝max 空笠2ーなる S*cN を， n－最適な共同消費グループ，









補助定理2 v(N）三~ B(T）であるとするO このとき， Core＝θならば，
Tεp 
Nの分割ρは nー 最適でない共同消費グノレープを含む。



















(6）的（x,T)=u(x,ITI), for al iEN 
(8）註（2）参照。















( 7) Coreキ0くー 〉一一一一く－ v(N),for al ScN. - ISi = n 
証明白〉補助定理1によるO
。〉配分αがコアに入り，かつ（7）において0が成立しないとしよう。つ
., B(R) 1 









iENw-11 ¥ r I
i.e., (;= ~）v(N）ミ（；)v(R) 




定理2 Pを， v(N)==L:i B(T）なるNの任意の分割とする。このとき，
TEρ 




















Cor仰ならば定理1から配分（ーとv(N),－~－－ v(N), , *-v(N)) 
がコアに属する。いま， αをこれと異なる配分としよう。








一方， Z 引とB(T),for al TEρとしよう。 αは配分であるから Zαi=
itミT iE三T


























いま， E＋ およびムを各々非負の実数の全体，正の整数の全体とするou(x, t) 




i.e.，βl十gt3 coくfくLg=l-fうが整数で、かっ， XiキX3または tiキむな
らば，
u(fxi +gx2,ft1 +gt2)>f・u(x1, t1)+g・u(x2, t2). 
さて， t=l,2，……に対し












証明 もし， u(x,t）三0for al z孟0となる tがあるならば， u(x,t）の単調
性から，すべての sミtに対して b(s）亘OであるO ゆえに， b(l）ミ0によっ
て，最適規模が存在するO




















(10) b(s）く0,for al s乙t
なる tがあることを示す。 (10）が成立しないと仮定すると，各 k(=l,2，…〉
に対して b(sk）ミ0なるけ（とめをとることができる。 b(sk）三 sk・u(x5",sk)-
C(x5＂）ミ0と， u(y5",sk) =Oに注意すれば， xs＂ミys＂である。ゆえに， C(x) 
の単調性と（9）から，
r'f skya ¥ 
le k C(x5") C(y5") -¥ 3 / 




lim u(xペsk）ミlim ' ;_ I 
h→＝ k→∞崎
r'f sk・y3¥ 






この定理によって， nとげなるゲーム （n，めには nー 最適な共同消費グル
ープが存在し，定理2によって， Nがこれらの nー 最適な共同消費グループに
分割されるときおよびこのときに限ってコアが存在する。われわれは，このこ
とをもう少し強い条件のもとで次の定理4として明確に表現しよう。
定理4 C（めは2階連続微分可能で， 2Cぺx)C（めとくC’（め）2,for al x>O 
を満たすとするO このとき，高々 2個の最適規模 P とt*+lが存在して以下
の（i ), (i）が成立するO
(i) 最適規模 F が一意であるとき：
Coreキθく＝〉 n豆P またはnは t＊ の倍数，
(i) 最適規模が t＊ と t*+lであるとき：
Coreキ0く＝〉 n三三戸＋1または， n=k・t＊十m(t*+l),
ただしん， mは正の整数である。
証明 以下のA, B, CおよびDの4つの部分に分けて証明する。
C(x) 
A ：関数ー ヲ一ー は x>O,t>Oに関する凸関数。
証明〉 C（めは2階連続微分可能であるからAが成立するための必要十分
C(x) 条件は一三一一の Hessian,i.e., 
( C (x) C (x) ¥ 





for al x>O, t>O 
で与えられ，仮定によりこれは満たされているO






証明） Aと u(x,t）の狭義の凹性とから， t=2,3，…に対して次の不等式が
成立するO
1 ( b(t-1) b(t十1)¥ 1 （ ＋一一一一）＝一一（u(xtー1, t-l)+u(xt+i, t+l)) 2 ¥ t-1 t+l I 2 
1 ( C(xtー＇） , C(xt+1) ¥ 
2 ¥ t-1 I t十1 I 
円 （xtーl十xt+I¥ 







C’（x）三o,Cぺx）とOfor al x>O. 
ここで， C'(xo)>Oなる xo>Oがあって凸性から




(xC'(x)-C(x）’＝XCぺ.-r）孟0,for al x>O, 
0・C'(O)-C(O)=O
であるから，
{ C(x）γ＿ xC'(x)-C(x) 
(13) ｛ー コー ）－ ~ と0for al >O. 
＼ら，（， I X" 
仮定より2cぺx)C(x）三c’（x))2for al x>O であるから， x~三Xo ならば C"
(x)>O.ゆえに（11), (12）から
f C(x) ＼’












b(t) b(t-1)、 b(t十1) b(t) 
〉 一一一一ー， t=2.3，・－t t-1 _.,- t十1 t”’ 
であるから，もし， 行口1）一等2-=oならば t＊ と山が最適規模
である。また，そうでなければ最適規模は一意である。
D : (i), (i)が成立するO
証明〉まず，最適規模げが一意であるとする。 (15）から
(16) 
b(s-1) ~ b(s) . ぐ一一一， foral s三二t*
Sー l 、 s ’ 一
b(s+ 1) b(s) 
(17) 一一一一一く一一一， foral s>t* 
S十1
もし， n三三円ならば（16）より
三企Lく三色2_＝竺【ぎ）, for al s三n
s = n n ’ 一
ゆえに定理1によりCoreキθ．
もし n>t＊ならば，がは一意な n－最適規模であるO ゆえに定理2の(i）より
Coreキθく＝＞ n=mt* (mは正の整数）
したがって（i）が成立する。
次に， t＊ とが＋1が最適規模であるとしようo n豆t＊十1の場合は（i）よりあ




















実現したとしても，戸内くB(T)=b(t＊） となる T(JTJ=t＊） があるO したが
tξT 
って，どのような配分 α＝〈αl，α2，…，αρ に関しでも，グループ T(¥TI=t*) 
を新たに形成して αt より大きい利得んたとえば，
ん＝αi+s,for al iET, 
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